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　そのため機能に制限を設けなければ，悪意あるApplet

によって端末のシステム破壊やファイルの不正コピーが

可能になってしまう。よってAppletは他のアプリケーシ

ョンの起動や，ファイルの読み書きの機能などに制限が

設けられている。このような制限があるためサーバ側の

会議室予約状況のデータファイルへのアクセスは

JavaApplet以外の方法を用いなければならない。今回は

PerlによるCGI(Co㎜on Gateway Interface）を用いてフ

ァイルアクセスを行った。

　本システムでは写真１に示すようにカレンダーと会議

室予約状況を表示するスケジュール表と会議召集に必要

な情報を入力するテキストボックスから構成されている。

スケジュール表で空いている時間帯と会議室を選択し，

議題や会議に参加するメンバーのメールアドレスを入力

し，OKボタンをクリックすると会議室予約状況データ

を更新し，会議参加者に会議の日時と場所がメールで通

知される仕様になっている。

2.2　JavaAppletとCGIとの連携

　前述したようにJavaAppletはクライアント側で動作

するため，ユーザが予約した会議データをサーバに保存

するためにはサーバ側で動作するソフトが必要である。

そのためサーバ側でCGIを用いてファイルアクセスを行

った。JavaAppletはURLの中に会議召集メールに必要な

情報を埋め込みCGIにデータを渡す。ただしURL指定に

使える文字は限られているので図３のようにあらかじめ

java.net.URLEncoder.encodeクラスを用いてURLに使

用できない文字を変換する必要がある。

図３.CGIへのデータの受け渡し

３．まとめ

現段階ではAppletではできない機能をCGIを用いて処理

している。これはAppletはクライアント側で動作するた

めにサーバ側のファイルへの書き込みができないためで

ある。このCGIに代わる手段としてJavaServletがある。

図４．JavaServletの概要

　図４のようにJavaServletもCGIと同じくサーバ側で

動作し，クライアント側にユーザの選択に対応した動的

なデータを出力することができる。CGIと比べて

JavaServletにはJavaで言語を統一することによるシス

テム開発の効率化と保守性の向上の他に，Javaに用意さ

れている多機能なライブラリをServletから利用できる

といった利点があるため，例えばJDBC(Java Database

Connectivity)を利用することによってデータベースを

操作し，検索機能やデータの更新といったより高度な処

理ができるようになる。

　最近は携帯電話からのインターネット接続が急激に普

及しており，さらに2001年には携帯電話にJavaを搭載し

文字や画像を受信するだけでなく双方向の，より複雑な

コミュニケーションの実現が予定されている。スケジュ

ール管理や在庫管理システムのように出先とオフィスで

同じネットワークにアクセスし，いつでもどこでも同じ

作業ができる環境を構築するためにはJavaの技術は欠

かすことができない。

　IT革命と称される産業構造の変化に対応していくた

めにJavaのコンテンツ開発は新たな事業として普及し

てゆくものと思われる。

参考文献

Joseph O'Neil 著 武藤健志 監修：独習Java　翔泳社

（原稿受付　平成12年8月7日）


